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第１回グループ代表者会議を開催しました（平成30年3月21日）！！話題①

この通信は、高田松原津波復興祈念公園の「グループ」（公園管理者とともに公園の管理運営にいっしょに取り組むパートナー）の
みなさんに向けて発行しています。

平成29年12月に募集を開始した「グループ」ですが、お

陰様で１７グループの登録をいただきました（平成30年3月

末時点）。

これを受けて、３月21日（水・祝）に、多数のグループが

参加して、第１回目の「グループ代表者会議（現地見学・意

見交換）」を開催しました。

【第１部】 現地見学 （13:00～14:30・公園区域内、かさ上げ市街地ほか）

 現在工事が盛んに進められ、自由に立ち入ることがで

きない祈念公園区域内を見学し、国、県、市それぞれ

が整備する公園の内容や、防潮堤、高田海岸の養浜な

どの関連事業の状況を見学しました。

 また、「高田松原を守る会」が取り組んでいる、松原

再生の状況について、同会の鈴木会長から説明いただ

きました。

登録いただいたグループ
（登録申込順・平成30年3月末時点）
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公園区域や養浜事業、松原再生の状況などを見学

防潮堤の上から眺める公園区域（工事が進む国エリアや古川沼など）

意見交換の最後に記念撮影！



 次回までに各グループで「自分たちのグループが、どこで、どのような活動をしたいか」など、考え

てきてください。

 また、次回グループ代表者会議までの間、参加できるグループが集まって意見交換ができる場を設け

るよう、検討しています。 ⇒いずれも詳細決まり次第、改めてご案内します！

次回「グループ代表者会議」の予定など話題②

【第２部】 意見交換 （14:40～16:30 ・ 陸前高田市コミュニティホール和室）
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平成30年６月頃 の開催を予定します。次回は、

祈念公園での伝承活動や伝承施設等に関するもの

意見など

 伝承施設の管理運営体制は、できるだけ早い段階から

準備を始めた方が良い。

 伝承施設には、整備後も継続して情報収集や情報更新

できる管理運営体制が望まれる。

グループによる活動のアイデアなど

 伝承施設の管理者が行う情報収集やイベント企画にグ

ループが協力する。（陸前高田グローバルキャンパス）

植栽や自然再生などに関するもの

意見など

 樹木の植栽は、地域にあった樹種を選定し、動物

による食害や、落葉による周辺の農地等への影響

にも注意することが必要。

 古川沼に飛来するハクチョウなどの鳥類の保護に

配慮があると良い。

グループによる活動のアイデアなど

 背面盛土に植栽を行う。（いちのせきプランターズ）

 細かな草取りや樹木の消毒などの細かな作業を行

う。（家庭倫理の会陸前高田支部）

 マツ苗を植樹した箇所の除草などをほかのグルー

プと連携してやっていきたい。（高田松原を守る会）

 「実際にできること」を考えて実践する。（いのち・くら

し・みどりに寄り添う会）

市民協働の仕組みづくりや会議の運営に関するもの

代表者会議に期待する役割など

 公園の整備や管理運営に関する内容を理解する。

 各グループの活動（内容や場所など）を調整したり、グ

ループ同士の連携を図る。

 市民協働による活動のルール等を決めていく。

会議運営に関するアイデアなど

 市民協働のしくみ全体に係るテーマと、個別具体的な

活動に関するテーマを整理して議論できると良い。

 全グループが集まらずとも、ある程度定期的に集まって

意見交換できる場があった方が良い。

自己紹介を行い、グループや公園整備者

（国・県・市）がお互いの立場や、参加の動

機、やりたいことなどを理解しあいました。

１

この公園の設計を監修された工学院大学・篠

沢先生や、これまで市民協働の取り組みの検

討に参加されてきた岩手大学・五味先生など

から、公園の設計内容や市民協働の取り組み

について説明しました。

２

和室に車座になって、グループによる活動や

協働の仕組み、これからの会議の運営などに

ついて、活発に質疑応答や意見交換を行いま

した。

３


